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❷進路に関する情報収集 

ま 
ま
ず
は
自
分
を
知
る
こ
と
か
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発達障害のある高校生のうち、自信

を失い将来への希望を抱けない生徒や

「興味あること」と「得意なこと」を

混同して、職業への具体的なイメージ

をもちにくい生徒がいます。そこで進

路先を決める際、まずは「自分を知る

こと」からスタートしましょう。 

❶適切な自己理解 

面談や検査、インターシップの体験で

自分の特性や適性を客観的に把握する 

【
発
達
障
害
の
あ
る
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へ
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進
路
支
援
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❹関係機関との連携 

職場見学や会社説明会への参加を通して、

進路情報を収集する。 

担任や保護者等と相談しながら、本人の

意思にそった長期的な目標を立てる。 

進学の場合は大学等と、就職の場合はハ

ローワーク等の就労支援機関と連携する 

❸自己実現のための目標設定


